
報
等
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

対
象
者
全

員
に
冊
子
を
送
付
し
、
内
容

と
申
請
の
手
続
き
を
お
知
ら

せ
し
た
ほ
か
、
福
祉
施
設
な

ど
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
周
知
に
努
め
た
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
懸
念

議
員

制
度
が
変
わ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

支
援
費
制

度
で
の
サ
ー
ビ
ス
支
給
量
の

決
定
に
当
た
っ
て
は
、
申
請

者
へ
聞
き
取
り
調
査
等
行
い
、

障
害
の
程
度
や
家
庭
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て

い
る
。
制
度
が
移
行
す
る
に

当
た
り
措
置
制
度
で
受
け
て

い
た
サ
ー
ビ
ス
が
質
量
と
も

に
低
下
し
な
い
よ
う
に
支
給

決
定
し
て
い
る
。
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議
員

小
児
医
療
費
助
成
の

条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
改
正
内
容
の
根
拠
を

伺
い
た
い
。

市
長

小
児
医
療
費
の
助
成

事
業
は
、
少
子
化
対
策
の
主

要
な
施
策
で
あ
り
、
そ
の
目

的
は
、
子
供
を
安
心
し
て
生

み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
に
あ
る
と
と
も
に

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

た
め
、
通
院
対
象
年
齢
を
一

歳
引
き
上
げ
、
四
歳
児
ま
で

と
し
、
所
得
制
限
の
撤
廃
も

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
四
歳
児
ま
で

引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

所
得
制
限
の
撤
廃
を

四
歳
児
ま
で
引
き
上
げ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
判
断
基

準
を
聞
き
た
い
。

市
長

市
の
単
独
事
業
な
の

か
、
国
、
県
の
補
助
基
準
で

法
的
制
約
が
あ
る
場
合
で
異

な
る
が
、
事
業
内
容
や
助
成

対
象
者
、
他
市
の
状
況
等
を

考
え
判
断
し
た
。

対
象
枠
拡
大
の
考
え

議
員

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

対
象
者
を
就
学
前
ま
で
拡
大

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長

医
療
助
成
費
の
予
測

は
難
し
く
、
流
行
病
の
発
生

な
ど
、
不
測
の
事
態
に
も
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
、
助
成
対
象
年
齢
を

四
歳
児
ま
で
と
し
た
。
段
階

的
に
就
学
前
ま
で
制
度
の
拡

充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

制
度
を
拡
充
す
る
時

期
を
明
確
に
す
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
は
。

市
長

任
期
中
の
四
年
間
で
、

所
得
制
限
の
撤
廃
は
別
と
し

て
、
通
院
に
つ
い
て
の
助
成

は
、
可
能
な
限
り
未
就
学
児

ま
で
対
象
と
し
て
い
き
た
い
。

議
員

近
年
の
所
得
が
伸
び

な
い
状
況
で
は
、
所
得
制
限

緩
和
で
は
な
く
、
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

県
内
の
動
向
を
伺
い
た
い
。

保
険
年
金
課
上
席
課
長
代
理

町
や
村
は
所
得
制
限
の
緩

の
利
用
実
態
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

支
援
費
制

度
の
対
象
外
で
あ
る
精
神
障

害
者
を
除
く
と
、
約
七
三
〇

〇
人
が
対
象
で
あ
る
。
こ
の

内
、
支
援
費
制
度
の
利
用
に

よ
り
受
給
者
証
の
交
付
を
受

け
た
人
は
、
四
月
末
現
在
で

一
二
五
六
人
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
延
べ
数
で
七
五
六
人

と
な
っ
て
い
る
。

議
員

受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
た
が
、
支
援
費
制
度
を

利
用
し
な
い
理
由
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長

障
害
者
の

中
に
は
、
医
療
ケ
ア
を
受
け

て
い
る
方
や
、
ま
た
、
障
害

状
態
が
軽
度
で
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
ほ
と
ん
ど
支
障

の
な
い
方
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

障
害
者
の
方
々
に
対

し
て
制
度
普
及
の
た
め
、
情

四
月
に
行
わ

れ
た
統
一
地
方

選
挙
後
、
初
の

定
例
会
が
終
了

し
ま
し
た
。「
新

市
長
の
誕
生
」

と
い
う
こ
と
で

会
議
は
連
日
白
熱
し
、
議
会

を
傍
聴
さ
れ
る
方
も
多
く
、

こ
の
議
会
だ
よ
り
を
心
待
ち

に
さ
れ
て
い
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
回
の
臨
時
号
か
ら
編
集

委
員
も
新
し
く
な
り
、
今
ま

で
以
上
に
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
み
の
も
て
る
議
会
だ
よ

り
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

紙
面
で
は
市
長
の
所
信
表

明
に
関
連
し
て
、
政
治
姿
勢

や
湘
南
市
構
想
、
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
構
想
な
ど
、
質
問
が
集

中
し
た
項
目
を
中
心
に
要
約

し
た
形
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
月
下

旬
に
本
会
議
録
が
ま
と
ま
り

ま
す
の
で
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
　
　
渡
辺
敏
光

t
橋
紀
英
　
府
川
正
明

鈴
木
晴
男

議
　
長
　
　
陶
山
豊
彦

副
議
長
　
　
後
藤
輝
彦

☆
　
事
務
担
当
は
、
議
会
事

務
局
議
事
課
調
査
担
当
、
電

話
二
三
―
一
一
一
一
（
内
線

二
三
六
七
）
で
す
。

議
員

地
域
福
祉
を
推
進
す

る
上
で
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
市
民
参
加
型
の
福

祉
事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。

市
長

こ
れ
か
ら
の
福
祉
推

進
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
組
織
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な

実
施
主
体
の
支
え
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
住
民
参

加
型
の
福
祉
事
業
は
、
継
続

的
に
、
し
か
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
実
績
な
ど
か
ら
、
地
域

で
も
互
助
に
よ
る
助
け
合
い

や
ふ
れ
あ
い
の
実
践
が
さ
れ

て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

議
員

こ
れ
ら
団
体
等
の
支

援
、
育
成
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

こ
れ
ら
団
体
等
の
活

動
は
、
平
成
十
五
年
一
月
施

行
の
「
市
民
活
動
推
進
条
例
」

議
員

障
害
者
福
祉
で
は
、

利
用
者
が
事
業
者
と
の
契
約

に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
、
利
用
料
を
支
払

う
支
援
費
制
度
が
本
年
四
月

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
対
象
者

編 集 後 記

◇湘南ケーブルネットワーク（ＳＣＮ）で定例会
本会議の模様をテレビ放映しています。

※生中継は午前１０時（予定）から２チャンネルで、
録画放映は当日の午後７時（予定）から９チャン
ネルでご覧ください。

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
条
例
に
基
づ
き
活
動
拠
点

の
確
保
や
活
動
資
金
の
助
成
、

情
報
の
収
集
・
提
供
、
活
動

団
体
の
運
営
に
関
す
る
助
言

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

地
域
福
祉
計
画

策

定

状

況

は

議
員

市
が
策
定
を
目
指
し

※印刷不良はお取り替えします。議会事務局までご連絡ください。

｢支えあう地域づくり｣に向けたワークショップ（参加型学習）

和
傾
向
に
あ
り
、
市
で
も
近

隣
市
の
一
市
が
本
年
十
月
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
所
得
制

限
な
し
で
医
療
費
助
成
を
行

う
。
各
市
と
の
情
報
交
換
か

ら
も
所
得
制
限
は
緩
和
の
方

向
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

財
政
負
担
の
増
加

議
員

所
得
制
限
の
撤
廃
、

ま
た
、
対
象
年
齢
の
一
歳
引

き
上
げ
で
、
ど
の
く
ら
い
の

経
費
が
必
要
と
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
上
席
課
長
代
理

所
得
制
限
の
撤
廃
で
、
一

年
齢
当
た
り
の
対
象
者
が
約

二
〇
〇
人
ず
つ
増
加
し
約
四

〇
〇
〇
万
円
、
通
院
対
象
年

齢
を
一
歳
引
き
上
げ
る
こ
と

で
対
象
者
は
約
二
三
〇
〇
人

増
加
し
約
七
〇
〇
〇
万
円
が

必
要
と
な
る
。

議
員

対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
と
所
得
制
限
撤
廃
の
実
施

で
新
た
に
毎
年
約
一
億
一
〇

〇
〇
万
円
が
必
要
と
な
る
が
、

財
政
的
に
心
配
は
な
い
の
か
。

財
政
課
上
席
課
長
代
理

財

政
事
情
は
厳
し
い
が
、
こ
の

予
算
は
確
保
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

修
正
案
に
対
す
る
質
疑

議
員

小
児
医
療
費
助
成
の

対
象
拡
大
だ
け
が
子
育
て
支

援
で
は
な
い
。
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
改
善
し
て
は
ど
う

か
。

提
案
者
（
議
員
）

市
民
に
、

よ
り
有
益
な
施
策
で
あ
る
と

判
断
し
提
案
し
た
。
対
象
を

広
げ
る
こ
と
が
、
市
民
本
位

の
福
祉
施
策
と
考
え
て
い
る
。

議
員

試
算
に
よ
る
と
、
対

象
年
齢
を
さ
ら
に
二
歳
引
き

上
げ
る
こ
と
で
市
長
提
案
の

原
案
よ
り
毎
年
、
約
一
億
四

地
域
福
祉
の
推
進

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動
ど
う
評
価

条
例
改
正
（
原
案
）
の
背
景
問
う

・9月 2 日（火） 定例会本会議（提案説明）

・9月11日（木） 定例会本会議（総括質問）

～17日（水）

・9月18日（木） 総務経済・都市建設常任委員会

・9月19日（金） 教育民生・環境厚生常任委員会

・9月26日（金） 定例会本会議　最終日

〇
〇
〇
万
円
以
上
の
財
政
負

担
増
と
な
る
。
財
政
的
な
見

込
み
を
伺
い
た
い
。

提
案
者
（
議
員
）

負
担
の

増
加
は
否
め
な
い
が
、
施
行

が
十
六
年
四
月
で
あ
る
た
め
、

来
年
度
の
当
初
予
算
で
割
り

振
り
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

議
員

非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
た
め
、
ど
こ
か

の
予
算
を
削
減
し
調
整
す
る

か
、
あ
る
い
は
増
税
に
よ
ら

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

提
案
者
（
議
員
）

施
策
が

財
政
不
足
の
た
め
実
施
で
き

な
い
と
い
う
の
は
、
行
政
運

営
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
そ

の
施
策
の
重
要
性
に
よ
り
、

支
出
が
伴
う
と
考
え
る
。

修

正

案

提
案
説
明
要
旨

市
長
提
出
原
案
の
対
象
年

齢
四
歳
児
ま
で
を
未
就
学
児

（
六
歳
児
）
ま
で
引
き
上
げ
、

所
得
制
限
は
行
う
も
の
で
あ

る
。
対
象
年
齢
を
二
歳
引
き

上
げ
未
就
学
児
と
し
た
の

は
、
就
学
前
の
特
に
家
計
に

と
っ
て
大
変
な
時
期
の
小
児

養
育
者
を
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
福
祉
施
策
と
し
て
、
よ

り
充
実
で
き
る
と
考
え
た
。

ま
た
現
在
の
少
子
化
社
会
の

子
育
て
支
援
と
し
て
、
一
人

で
も
多
く
対
象
と
す
る
こ
と

が
、
福
祉
施
策
と
し
て
本
来

の
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
、
こ

の
修
正
案
を
提
出
し
た
。

て
い
る
地
域
福
祉
計
画
の
進

ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

市
長

十
三
年
度
に
策
定
作

業
を
始
め
、
モ
デ
ル
事
業
や

住
民
実
態
調
査
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
十
四
年
度
に

は
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
を
設
置
し
、
計
画
に
盛
り

込
む
事
項
を
整
理
し
て
お
り
、

十
五
年
度
中
に
制
定
を
目
指

し
て
い
る
。
地
域
福
祉
の
推

進
に
は
、「
地
域
住
民
の
助

け
合
い
、
支
え
合
い
」
を
い

か
に
進
め
る
か
が
鍵
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

障
害
者
福
祉
の
支
援
費
制
度
開
始

利
用
実
態
な
ど
聞
く

次回定例会のお知らせ


